
予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

根拠法令等地方自治法第186条

事
業
の
目
的

市が処理する選挙に関する事務及びこれに関係
のある事務を管理するため

事
業
の
概
要

選挙人名簿定時登録，選挙時登録，在外選挙人
名簿定時登録，各種選挙の執行に関する事項の
決定等。

-

評
価

効率性

総合評価

中：適切な成果が得られている

中：適切な費用対効果が得られている

Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施

評
価

-ISO
14001

H29
環境
関連
性

H30
環境
関連
性

-

- -

-

- -

有効性

Ｈ31年度
の方向性

- 理由

有効性

-

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

－
事業の
進捗状況

-
改善目標の
進捗状況

-

課
題
－

課
題

－

H29年度決算 H30年度当初

内
訳

成
果
　期日前投票所を１０箇所に増設したことにより、投票環
境の向上に繋がった。

上
半
期
成
果

-

90.00時間 14.00時間 30.00時間

上
半
期
活
動
実
績

-
一般財源 880千円 732千円

1,035千円 0千円

0千円 0千円

－

改
善
目
標

－

県支出金 0千円

効率性 -

総合評価 -

臨時職員等 無 無 無

0.30人 0.30人

2,961千円 3,248千円
事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

3,417千円

2,169千円 2,213千円

時間外
勤務

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

人件費（Ｂ） 2,437千円

Ｈ29年度 Ｈ30年度

実績 - - - - -

事業実施
コスト

その他の指標

100千円 60千円

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.30人

国庫支出金

その他特財 0千円 0千円

0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

H31年度当初

事業費（Ａ） 980千円 792千円

改
善
目
標

935千円

H28年度決算

-
目標値

Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

- - - - - --

0千円

100千円 0千円

0千円 0千円

-

事
業
計
画

選挙管理委員会の開催。選挙人名簿の調製及び確定。
各種選挙の執行に関する事項の決定等。
各種選挙等の執行に関する事項を協議し，公正に執行
するとともに，選挙人名簿定時登録及び選挙時登録，在
外選挙人名簿登録等を行う。

事
業
計
画

選挙管理委員会の開催。選挙人名簿の調製及び確定。
裁判員・検察審査員候補者予定者の決定等。
各種選挙時の執行に関する事項を協議し，公正に執行
するとともに，選挙人名簿定時登録及び選挙時登録，在
外選挙人名簿登録等を行う。

活
動
実
績

・県知事選挙及び衆議院議員総選挙に関する事項，選
挙人名簿定時登録（６月，９月，12月，３月），選挙人名
簿選挙時登録（県知事選挙），在外選挙人名簿登録・抹
消，次年度の裁判員・検察審査員候補者予定者の決定
等のため選挙管理委員会を９回開催した。
・全国市区選挙管理委員会連合会定期総会及び全国
市区選挙管理委員会連合会関東支部定期総会出席
・県知事選挙から、期日前投票所を商業施設（イオン
モールつくば）増設することができた

事務事業名 01 選挙管理委員会運営事業
指標名 指標種別 -

指標の概要

-

戦略プラン
- - - -

- - -

選挙管理委員会事務局 選挙管理委員会事務局 - 01 02 04 01 11

-

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事業実施コスト H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

総事業費 980千円 792千円 1,035千円 0千円

2,213千円
予算事業名

総人件費 2,437千円 2,169千円

委員会運営に要する経費 総事業コスト 3,417千円 2,961千円 3,248千円

要
す
る
経
費
全
体

総合戦略

- - - -

- - - -

-

個別計画 -

- - -

市長公約 -

事業分類 Ｃ　義務的事業
執行体制 職員のみ



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

事業分類 Ｃ　義務的事業
執行体制 職員のみ

総合戦略

- - - -

- - - -

-

個別計画 -

- - -

市長公約 -

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事業実施コスト H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

総事業費 620千円 635千円 895千円 0千円

711千円
予算事業名

総人件費 733千円 711千円

選挙啓発に要する経費 総事業コスト 1,353千円 1,346千円 1,606千円

要
す
る
経
費
全
体

事務事業名 01 選挙啓発事業
指標名 指標種別 成果指標

指標の概要

投票率(%)

戦略プラン
- - - -

- - -

選挙管理委員会事務局 選挙管理委員会事務局 - 01 02 04 02 11

-

改
善
目
標

895千円

H28年度決算

①第47回衆議院議員総選挙
②茨城県議会議員一般選挙
③第24回参議院議員通常選挙
④つくば市長選挙及びつくば市議会議員一般選挙
⑤茨城県知事選挙
⑥第48回衆議院議員選挙
⑦茨城県議会議員一般選挙

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

- - - - - --

0千円

0千円 0千円

0千円 0千円

-

事
業
計
画

明るい選挙啓発ポスターの募集
（5月に市内各小中学校に募集依頼、夏休み明け9月に
審査を行い、上位数点を茨城県選挙管理委員会に進達
する。）
選挙メッセージ葉書「18歳のわたしへ」の募集
（12月に市内中学校3年生から募集する。集まったもの
は茨城県選挙管理委員会に進達する。）
啓発広報紙「白ばら」の発行
（選挙についての関心を高めるために、12月頃に全戸配
布する。）

事
業
計
画

明るい選挙啓発ポスターの募集
（5月に市内各小中学校に募集依頼，夏休み明け9月に
審査を行い，上位数点を茨城県選挙管理委員会に進達
する。）
選挙メッセージ葉書「18歳のわたしへ」の募集
（12月に市内中学校3年生から募集する。集まったもの
は茨城県選挙管理委員会に進達する。）
啓発広報紙「白ばら」の発行
（選挙についての関心を高めるために，2月頃に全戸配
布する。）

活
動
実
績

・明るい選挙啓発ポスターコンクール
　小学校の部14校41点、中学校の部12校153点の計194
点の応募があった。（前年度162点）
　第1次審査で小中学生各3点を選出し、茨城県選挙管
理委員会へ進達した。その後の第2次審査において1点
が入選した。
・選挙メッセージ葉書「18歳のわたしへ」
　10校1,247点の応募があった。（前年度1,119点）
・選挙啓発用広報紙「白ばら」約70,000部を新聞折込及
び各交流センター並びに市内TX各駅に配布した。

Ｈ29年度 Ｈ30年度

実績 ①56.56②56.85 - ③51.38④53.31 ⑤39.84⑥52.96 -

事業実施
コスト

その他の指標

0千円 0千円

内
訳

正
職
員

従事
割合

0.10人

国庫支出金

その他特財 0千円 0千円

0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

H31年度当初

事業費（Ａ） 620千円 635千円 0千円

0千円 0千円

市民の政治参加意識の高揚及び啓発活動の方策等を
検討。

改
善
目
標

教育局と連携して、主権者教育を検討する。

県支出金 0千円

効率性 -

総合評価 -

臨時職員等 無 無 無

0.10人 0.10人

1,346千円 1,606千円
事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

1,353千円

711千円 711千円

時間外
勤務

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

人件費（Ｂ） 733千円

H29年度決算 H30年度当初

内
訳

成
果

明るい選挙啓発ポスターコンクール、選挙メッセージ葉
書「18歳のわたしへ」、いづれも増加となっており、投票
意識の向上を図ることができた。

上
半
期
成
果

-

0.00時間 0.00時間 0.00時間

上
半
期
活
動
実
績

-
一般財源 620千円 635千円

895千円

有効性

Ｈ31年度
の方向性

- 理由

有効性

-

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

達成
事業の
進捗状況

-
改善目標の
進捗状況

-

課
題
選挙管理委員会において、更なる啓発活動の方策など
改善を行う。

課
題

－

- -

根拠法令等公職選挙法第６条

事
業
の
目
的

小・中・高の生徒等に明るい選挙を呼び掛ける啓
発ポスターの募集をするとともに、政治や選挙に
ついて考えるきっかけ作りの提供を行うため

事
業
の
概
要

財団法人「明るい選挙推進協会」主催による、明
るい選挙啓発ポスター作品募集要項により、各小
中高等学校等を通じて募集する。また市民の選
挙への関心を高めるため、その作品を啓発用広
報紙「白ばら」等に掲載する。

-

評
価

効率性

総合評価

中：適切な成果が得られている

中：適切な費用対効果が得られている

Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施

評
価

-ISO
14001

H29
環境
関連
性

H30
環境
関連
性

-

- -

-



予算事業別事務事業評価シート【対象年度：Ｈ29年度～Ｈ30年度】

事業分類 Ｃ　義務的事業
執行体制 職員のみ

総合戦略

- - - -

- - - -

-

個別計画 -

- - -

市長公約 -

目 事業部等名 課等名 係等名 会計 款 項

事業実施コスト H28年度決算 H29年度決算 H30年度当初 H31年度当初

総事業費 162,554千円 114,742千円 72,983千円 0千円

12,634千円
予算事業名

総人件費 13,047千円 13,895千円

各種選挙等に要する経費 総事業コスト 175,601千円 128,637千円 85,617千円

要
す
る
経
費
全
体

事務事業名 01 各種選挙等執行事業
指標名 指標種別 成果指標

指標の概要

投票率(%)

戦略プラン
- - - -

- - -

選挙管理委員会事務局 選挙管理委員会事務局 - 01 02 04 - -

-

改
善
目
標

0千円

H28年度決算

①第47回衆議院議員総選挙
②茨城県議会議員一般選挙
③第24回参議院議員通常選挙
④つくば市長選挙及びつくば市議会議員一般選挙
⑤茨城県知事選挙
⑥第48回衆議院議員選挙
⑦茨城県議会議員一般選挙

目標値
Ｈ26年度 Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｈ31年度 Ｈ32年度

- - - - - --

0千円

0千円 0千円

114,368千円 72,519千円

-

事
業
計
画

酒丸土地改良区総代総選挙の実施
（任期満了日平成29年4月27日）
茨城県知事選挙の実施
（任期満了日平成29年9月25日）
土浦市外十五ケ町村土地改良区総代総選挙の実施
（任期満了日平成29年12月12日）
稲荷川土地改良区総代総選挙の実施
（任期満了日平成30年2月8日）

事
業
計
画

真瀬土地改良区総代総選挙の実施
（任期満了日平成30年10月4日）
茨城県議会議員一般選挙の実施
（任期満了日平成31年1月7日）
南筑波土地改良区総代総選挙の実施
（任期満了日平成31年3月29日）
つくば市筑波土地改良区総代補欠選挙の実施
平成30年5月22日執行予定（第3選挙区）

活
動
実
績

・各土地改良区総代総選挙の無投票選挙会を行った。
・茨城県知事選挙を平成29年8月27日に執行した。
　投票率は、39.84%であった。
・衆議院議員総選挙を平成29年10月22日に執行した。
　投票率は、小選挙区52.96%，比例代表52.96%であっ
た。
・期日前投票所を1箇所（イオンモールつくば）増設した。
・有権者5,000人以上の投票所に、当日投票受付システ
ムを導入した。

Ｈ29年度 Ｈ30年度

実績 ①56.56②56.85 - ③51.38④53.31 ⑤39.84⑥52.96 -

事業実施
コスト

その他の指標

59,910千円 0千円

内
訳

正
職
員

従事
割合

1.60人

国庫支出金

その他特財 246千円 374千円

0千円

地方債 0千円 0千円 0千円 0千円

H31年度当初

事業費（Ａ） 162,554千円 114,742千円 0千円

464千円 0千円

投票環境向上のために商業施設への期日前投票所の
設置を検討。
投開票事務従事者の民間委託を検討。

改
善
目
標

投票環境向上のための検討。

県支出金 0千円

効率性 -

総合評価 -

臨時職員等 有 有 有

1.60人 1.60人

128,637千円 85,617千円
事業コスト
（Ａ＋Ｂ）

175,601千円

13,895千円 12,634千円

時間外
勤務

Ｈ
31
年
度
当
初
積
算
根
拠

-

人件費（Ｂ） 13,047千円

H29年度決算 H30年度当初

内
訳

成
果

期日前投票所を1箇所増設し、合計10箇所となり投票環
境の充実を図ることができた。また、当日投票受付シス
テムを導入したことにより、受付時の混雑を緩和すること
ができ、選挙人の待ち時間解消に繋がった。さらに、投
票事務従事者の民間委託を導入し、市職員の事務従事
者を軽減し、且つ費用の軽減も図れた。

上
半
期
成
果

-

500.00時間 1000.00時間 500.00時間

上
半
期
活
動
実
績

-
一般財源 102,398千円 0千円

72,983千円

有効性

Ｈ31年度
の方向性

- 理由

有効性

-

事業の
進捗状況

達成
改善目標の
進捗状況

達成
事業の
進捗状況

-
改善目標の
進捗状況

-

課
題
更なる投票環境向上のための施策を行う。

課
題

－

天然資源の枯渇防止 達成

根拠法令等公職選挙法　他

事
業
の
目
的

任期満了等に伴う選挙の公正で円滑な執行をす
るため

事
業
の
概
要

任期満了等による各種選挙の執行（市長選挙、
市議会議員選挙、茨城県知事選挙、茨城県議会
議員選挙、衆議院議員総選挙、参議院議員通常
選挙、土地改良区総代選挙）

○

評
価

効率性

総合評価

中：適切な成果が得られている

中：適切な費用対効果が得られている

Ｂ：成果・費用対効果の向上に努めつつ継続実施

評
価

-ISO
14001

H29
環境
関連
性

H30
環境
関連
性

各選挙とも開票所における適正な人員配置
等により、作業の迅速化及び効率化を図
り、節電に努める。

○ 天然資源の枯渇防止

各選挙とも開票所における適正な人員配置
等により、作業の迅速化及び効率化を図
り、節電に努める。


